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４ 実施の効果とその評価
本校は 事業を実施して３年が経とうとしている。この間取り組んだことに対する成果だと捉えら

れるものを、アンケート結果より抜粋する。（❹関係資料３－１～３－３）

〇タブレット端末の活用

（表： アンケートの経年変化の内容抜粋 ❹関係資料３－１より、単位は ）

設問内容
令和２年度

肯定的割合

令和３年度

肯定的割合

令和４年度

肯定的割合

学校生活の中でタブレットを情報収集ツールとして活用している

学校生活の中で、タブレットのソフトを活用し、文章や表、スライドを

作成し、自己表現ツールとして活用している。

上記項目から、タブレット端末の活用が年々進んでいることが十分評価できる。また、アンケート

調査の結果には出ていないが、今年度で全校生徒がタブレット端末を一人１台所有したことで、生徒

の情報活用能力の育成及び教員の授業改善を推進する基盤が整備された。生徒はタブレット端末をモ

ニターにつなぐだけで発表等を容易に行う、部活動や学校行事の資料を自分の端末で作成、共有し教

員と一緒に議論するなど、自分自身の考えを表現するツールとしてタブレット端末を使う場面が如実

に増加した。

〇課題研究の深化について

（表： アンケートの経年変化の内容抜粋 ❹関係資料３－２より、単位は ）

設問内容
令和２年度

肯定的割合

令和３年度

肯定的割合

令和４年度

肯定的割合

得られた結果を基準に照らし合わせ、比較、推論ができる。 －

輪読するテーマや課題研究テーマに対し、仮説を立てることができる。 －

の比較や推論の能力については微増ではあるが１年生からの取組の成果が表れていると考え

る。しかし、 の仮説設定については効果が表れていない。生徒が研究計画書を作成するための一

連の流れについて教員の指導力向上が求められる。

〇国際性の醸成について

（表： アンケートの経年変化の内容抜粋 ❹関係資料３－１より、単位は ）

設問内容
令和２年度

肯定的割合

令和３年度

肯定的割合

令和４年度

肯定的割合

高校生のうちに、外国人とのコミュニケーションをとる機会があるこ

とは、自分の大きな人間的成長につながると思う。

英語で自分の意見を述べたり書いたりできる

高校生のうちに外国語を用いたコミュニケーション能力を向上させる必要性を感じている傾向があ

ることは の数値から読み取れる。しかし、生徒が英語で自分の意見を表現する能力はまだ不十分

であると感じているようである。生徒がコミュニケーションを取ることのできる機会を増やしたい。

〇教員の変容について

（表： アンケートの経年変化の内容抜粋 ❹関係資料３－２より、単位は ）

設問内容
令和２年度

「向上する」

令和３年度

「向上する」

令和４年度

「向上する」

５
の取組に参加したことで、生徒の科学技術に対する興味・関心が向

上すると思いますか。

６
の取組に参加したことで、生徒の学習活動（化学、数学、情報等）

に対する興味・関心が向上すると思いますか。

特に今年度は科学体験活動など様々な活用を通して、生徒の科学に関する興味・関心を高めること

ができた。しかし、生徒の科学技術に関する学習活動に対する意欲の向上は見られない。通常の教科

指導と、学校設定科目を中核とした課題研究に関わる指導の両立が望まれる。
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４ 実施の効果とその評価
本校は 事業を実施して３年が経とうとしている。この間取り組んだことに対する成果だと捉えら

れるものを、アンケート結果より抜粋する。（❹関係資料３－１～３－３）

〇タブレット端末の活用

（表： アンケートの経年変化の内容抜粋 ❹関係資料３－１より、単位は ）

設問内容
令和２年度

肯定的割合

令和３年度

肯定的割合

令和４年度

肯定的割合

学校生活の中でタブレットを情報収集ツールとして活用している

学校生活の中で、タブレットのソフトを活用し、文章や表、スライドを

作成し、自己表現ツールとして活用している。

上記項目から、タブレット端末の活用が年々進んでいることが十分評価できる。また、アンケート

調査の結果には出ていないが、今年度で全校生徒がタブレット端末を一人１台所有したことで、生徒

の情報活用能力の育成及び教員の授業改善を推進する基盤が整備された。生徒はタブレット端末をモ

ニターにつなぐだけで発表等を容易に行う、部活動や学校行事の資料を自分の端末で作成、共有し教

員と一緒に議論するなど、自分自身の考えを表現するツールとしてタブレット端末を使う場面が如実

に増加した。

〇課題研究の深化について

（表： アンケートの経年変化の内容抜粋 ❹関係資料３－２より、単位は ）

設問内容
令和２年度

肯定的割合

令和３年度

肯定的割合

令和４年度

肯定的割合

得られた結果を基準に照らし合わせ、比較、推論ができる。 －

輪読するテーマや課題研究テーマに対し、仮説を立てることができる。 －

の比較や推論の能力については微増ではあるが１年生からの取組の成果が表れていると考え

る。しかし、 の仮説設定については効果が表れていない。生徒が研究計画書を作成するための一

連の流れについて教員の指導力向上が求められる。

〇国際性の醸成について

（表： アンケートの経年変化の内容抜粋 ❹関係資料３－１より、単位は ）

設問内容
令和２年度

肯定的割合

令和３年度

肯定的割合

令和４年度

肯定的割合

高校生のうちに、外国人とのコミュニケーションをとる機会があるこ

とは、自分の大きな人間的成長につながると思う。

英語で自分の意見を述べたり書いたりできる

高校生のうちに外国語を用いたコミュニケーション能力を向上させる必要性を感じている傾向があ

ることは の数値から読み取れる。しかし、生徒が英語で自分の意見を表現する能力はまだ不十分

であると感じているようである。生徒がコミュニケーションを取ることのできる機会を増やしたい。

〇教員の変容について

（表： アンケートの経年変化の内容抜粋 ❹関係資料３－２より、単位は ）

設問内容
令和２年度

「向上する」

令和３年度

「向上する」

令和４年度

「向上する」

５
の取組に参加したことで、生徒の科学技術に対する興味・関心が向

上すると思いますか。

６
の取組に参加したことで、生徒の学習活動（化学、数学、情報等）

に対する興味・関心が向上すると思いますか。

特に今年度は科学体験活動など様々な活用を通して、生徒の科学に関する興味・関心を高めること

ができた。しかし、生徒の科学技術に関する学習活動に対する意欲の向上は見られない。通常の教科

指導と、学校設定科目を中核とした課題研究に関わる指導の両立が望まれる。
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〇授業公開

県立高等学校及び中等教育学校を対象に、学校設定科目「数理・統計と情報」の授業をオンライン

で配信し、本校の 事業の成果の普及を通して、神奈川県内の県立高等学校等における理数教育の一

層の進展に資した。

〇海外研修

グローバルサイエンススタディにおいて事前研修やシンガポールでの海外研修を通して学んだこと

を、３月に本校１・２学年の生徒対象に成果発表会を行う予定である。

７ 研究開発実施上の課題及び今後の研究課題の方向性について

課題

〇課題研究の深化に向けて

３年目が終わり、 事業に一通り取り組むことができた。１年の「共創探究基礎」では共通した指

導を徹底できたが、「共創探究Ⅰ、Ⅱ」では個々の担当者に委ねる部分が多く、共通して全体に指導

する内容が不十分であった。今後より深い研究を行うため、指導内容の見直しや改善に加え、 事業

を所掌している研究開発グループからの積極的な情報発信が求められる。

〇統計・データサイエンスに関する指導力向上

「数理・統計と情報」については、その科目の特性から担当者が少数に限定された状態で取組を進

めてきた。今後の継続性を考え、より幅広く担当できるよう調整が必要である。また、課題研究に統

計を活用できるように、生徒への指導を充実させる方策を検討しなければならない。

〇教教員全体での推進体制

本校での 事業の概要については教員に浸透しているように思われる。今後は、 事業の利点を

共有するための説明会や研修会を通して、具体的な指導方法や事業の共通理解を図っていくことが必

要である。

方向性

〇課題研究の深化に向けた、教員の指導力向上

課題研究科目である「共創探究Ⅰ」「共創探究Ⅱ」は常に２学年にわたって展開されるため、指導

に関わる教員が増えている。新たに指導にあたる教員が自信をもって指導にあたることができるよ

う、来年度は年度当初も含めて校内での教員研修会を複数回実施する方向で調整を始めている。なお

この研修会において、データ分析や統計処理の内容も扱うものとする。必要に応じて外部から講師を

招くことも検討する。

〇中間評価を受けて、Ⅰ期後半の取組の改善を図る

中間評価での助言を受けて、来年度以降の取組について検討する。特に学校としての事業推進体制

を確立し、Ⅱ期以降を見据えた取組を検討する。

８ コロナ禍における への取組
今年度は、時差通学は年間を通してあったものの、短縮授業の影響をほとんど受けず、学校設定科

目については予定された内容を実施することができた。ただ、講演会や発表会では全校生徒が一堂に

会することがまだできないため、一部オンラインを併用して実施した。次年度以降は制限がほぼなく

なり様々なことが対面で実施できると考えている。

海外研修については、年度当初には渡航の見通しが経たず、今年度も断念せざるを得ないかと思わ

れた。しかし、渡航先や時期の変更を行い、１月末に無事に実施することができた。次年度以降も実

際に現地での体験ができるように研修先との折衝を継続していくが、この間実施してきたオンライン

での取組も継続することで、より多くの生徒が国際交流に参加できるような体制づくりに努めたい。
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〇授業公開

県立高等学校及び中等教育学校を対象に、学校設定科目「数理・統計と情報」の授業をオンライン

で配信し、本校の 事業の成果の普及を通して、神奈川県内の県立高等学校等における理数教育の一

層の進展に資した。

〇海外研修

グローバルサイエンススタディにおいて事前研修やシンガポールでの海外研修を通して学んだこと

を、３月に本校１・２学年の生徒対象に成果発表会を行う予定である。

７ 研究開発実施上の課題及び今後の研究課題の方向性について

課題

〇課題研究の深化に向けて

３年目が終わり、 事業に一通り取り組むことができた。１年の「共創探究基礎」では共通した指

導を徹底できたが、「共創探究Ⅰ、Ⅱ」では個々の担当者に委ねる部分が多く、共通して全体に指導

する内容が不十分であった。今後より深い研究を行うため、指導内容の見直しや改善に加え、 事業

を所掌している研究開発グループからの積極的な情報発信が求められる。

〇統計・データサイエンスに関する指導力向上

「数理・統計と情報」については、その科目の特性から担当者が少数に限定された状態で取組を進

めてきた。今後の継続性を考え、より幅広く担当できるよう調整が必要である。また、課題研究に統

計を活用できるように、生徒への指導を充実させる方策を検討しなければならない。

〇教教員全体での推進体制

本校での 事業の概要については教員に浸透しているように思われる。今後は、 事業の利点を

共有するための説明会や研修会を通して、具体的な指導方法や事業の共通理解を図っていくことが必

要である。

方向性

〇課題研究の深化に向けた、教員の指導力向上

課題研究科目である「共創探究Ⅰ」「共創探究Ⅱ」は常に２学年にわたって展開されるため、指導

に関わる教員が増えている。新たに指導にあたる教員が自信をもって指導にあたることができるよ

う、来年度は年度当初も含めて校内での教員研修会を複数回実施する方向で調整を始めている。なお

この研修会において、データ分析や統計処理の内容も扱うものとする。必要に応じて外部から講師を

招くことも検討する。

〇中間評価を受けて、Ⅰ期後半の取組の改善を図る

中間評価での助言を受けて、来年度以降の取組について検討する。特に学校としての事業推進体制

を確立し、Ⅱ期以降を見据えた取組を検討する。

８ コロナ禍における への取組
今年度は、時差通学は年間を通してあったものの、短縮授業の影響をほとんど受けず、学校設定科

目については予定された内容を実施することができた。ただ、講演会や発表会では全校生徒が一堂に

会することがまだできないため、一部オンラインを併用して実施した。次年度以降は制限がほぼなく

なり様々なことが対面で実施できると考えている。

海外研修については、年度当初には渡航の見通しが経たず、今年度も断念せざるを得ないかと思わ

れた。しかし、渡航先や時期の変更を行い、１月末に無事に実施することができた。次年度以降も実

際に現地での体験ができるように研修先との折衝を継続していくが、この間実施してきたオンライン

での取組も継続することで、より多くの生徒が国際交流に参加できるような体制づくりに努めたい。

課　　　程　　　名　　　　　全日制の課程
学　　　科　　　名　　　  　普　　 通　　科
本校 ･分校の別　　　　　 本　　 　　　 校

１年 ２年

8 8
標準単位数 必修 選択 必修 選択 必修 選択

現 代 の 国 語 2 2 2
言 語 文 化 2 2 2
論 理 国 語 4 2 4 2 2 4 , 6
文 学 国 語 4 2 0 , 2
古 典 探 究 4 3 2 2 2 3 , 5
地 理 総 合 2 2 2
地 理 探 究 3 4 4 0 , 3 , 4 , 6
歴 史 総 合 2 2 2 2 , 4
日 本 史 探 究 3 0 , 3 , 6
世 界 史 探 究 3 0 , 3 , 6
公 共 2 2 2
倫 理 2 2 2 2 0 , 2
政 治 ・ 経 済 2 2 2 2 0 , 2
数 学 Ⅰ 3 2 2 2 , 4
数 学 Ⅱ 4 2 2 2 2 4 , 6
数 学 Ⅲ 3 6 0 , 6
数 学 Ａ 2 2 2 2 , 4
数 学 Ｂ 2 2 2 2 2 , 4
数 学 Ｃ 2 2 2 2 2 , 4
物 理 基 礎 2 2 2 , 3
物 理 4 0 , 3, 6
化 学 基 礎 2 2 2 , 3
化 学 4 3 0 , 3, 6
生 物 基 礎 2 2 2 , 3
生 物 4 0 , 3, 6
自 然 科 学 研 究 ＊ 2 0 , 2
体 育 7～8 2 2 3 3 3 7
保 健 2 1 1 2
音 楽 Ⅰ 2 0 , 2
美 術 Ⅰ 2 0 , 2
書 道 Ⅰ 2 0 , 2
英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅰ 3 4 4
英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅱ 4 4 4
英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン Ⅲ 4 4 4 4 4
論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 2 2
論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2 2 2
論 理 ・ 表 現 Ⅲ 2 2 2 2 2
学 術 英 語 A ＊ 2 2 2 0 , 2
学 術 英 語 B ＊ 2 2 2 0，2

家庭 家 庭 基 礎 2 2 2 2 2 2
情 報 Ⅰ 2 ● ●
情 報 Ⅱ 2 2 2 2 0 , 2

学校外活動 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 ＊ 1◎ 1◎ 0～3◎ 0～3◎ 0～3◎ 0～3◎
共 創 探 究 基 礎 ＊ 2 2
数 理 ・ 統 計 と 情 報 ＊ 1 1
共 創 探 究 Ⅰ ＊ 2 2
共 創 探 究 Ⅱ ＊ 1 1 1 1
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻｲｴﾝｽｽﾀﾃﾞｨ ＊ 1~2◎ 1~2◎ 0～2◎
ｻ ｲ ｴ ﾝ ｽ ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾝ ｼ ｯ ﾌ ﾟ ＊ 1~2◎ 1~2◎ 0～2◎

3~6 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
33～36 33～36 21 4～13 24 6～11 20 6～15 91～106 96～107 92～107

1 1 3 3 3 3
34～37 34～37 94～109 99～110 95～110

（備考）　上記の教育課程は変更もありうる。３年の選択は小計欄の単位数分を選択する。
　のある科目は、その中から、１科目を選択する。
１年「数学Ⅰ」は前期に、「数学Ⅱ」は後期に学習する。
３年「共創探究Ⅱ」は前期に学習する。

＊印のある科目は学校設定教科および学校設定科目である。
「学校外活動」および「共創・探究」の単位数◎は、卒業までに修得すべき単位数には含まない。

入 学 年 度 令和４年度
学 年 ３年

小計 文系 理系Ⅰ類 理系Ⅱ類

類 型 文系 理系Ⅰ類 理系Ⅱ類

教科
学 級 数 4 3 1
科 目

国語 17 11～13 11～13

地理歴史 10~12 4～11 4～11

公民 7 2～6 2～6

数学 12～16 20 16～18

理科 9～11 13～20 13～20

保健体育 9 9 9

芸術 2 2 2

外国語 18～22 18～22 18～22

0～2

1◎

共創・探究＊ 6～8 6～8 6～8

1~2◎

備　　　　　　　　　　　考

学校設定教科「共創・探究」の科目について、「共創探究基礎」２単位のうち１単位と「数理・統計と情報」１単位は、
「情報Ⅰ」２単位の代替とする（●）。「共創探究基礎」２単位のうち１単位と「共創探究Ⅰ」２単位および「共創探究Ⅱ」１単
位は「総合的な探究の時間」４単位の代替とする（▲）。

３年文系：※１の地理歴史は、２年に学習した科目と同じ種類のものを選択し、「日本史探究」「世界史探究」の選択者は併せて
「歴史総合」を選択する。また、２年次の「地理探究」の選択者は、３年次の理系Ⅰ類・Ⅱ類の「地理探究」を選択することはで
きない。
３年理系：※２及び※３の理科は２年に学習した科目と同じ種類のものを選択する。※４及び※５の理科を選ぶ場合は、※２及び
※３と異なる科目を選択する。
※６の数学Ⅰの選択者は数学A、数学Ⅱの選択者は数学Bを併せて選択する。

「共創・探究」の「ｻｲｴﾝｽｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ」「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻｲｴﾝｽｽﾀﾃﾞｨ」は短期集中科目であり、２科目併せて最大２単位まで修得可能であ
る。

神 奈 川 県 立 平 塚 江 南 高 等 学 校 長
教 育 課 程 編 成 報 告 書

総 計 26～35 31～36 27～36

1~2◎
総合的な探究の時間
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令和４年度第１回運営指導委員会議事録 

 

日時：令和４年９月 22日（木） 

場所：神奈川県立平塚江南高等学校 会議室 

会議出席者（敬称略）：氏名、所属・職） 

（運営指導委員）森 郁恵（名古屋大学・教授） 

         浜野 達也（平塚市博物館・館長） 

        岩本 嗣(神奈川工科大学/教授) 

        菊地 崇行(第一三共・主査) 

        植田 威（NPO 情報セキュリティフォーラム・理事） 

（ＪＳＴ）   利根川 太郎（主任専門員） 

（高校教育課） 松澤 直子 （専任主幹） 

        石塚 悟史（指導主事） 

（平塚江南高校）校長、副校長、教頭、植田教諭、大谷教諭、栗原実習指導員 

 

〔県教委、松澤専任主幹挨拶〕 

令和２年度から始まった江南の SSHも３年目で週明けに中間評価を控えています。さらなる発展に資

する意見をいただきたいです。神奈川県の取り組みでもあるが、国の科学技術発展に寄与したい所存

です。 

 

〔校長あいさつ〕 

５月１３日の創立１００周年式典の実施が無事済みました。SSH 中間評価の結果でもう１期という先

が見えてくると捉えています。まだ、１期生が 3学年だが、あと 2年の道筋を探したい所存です。 

 

進行交代（森委員長） 

〔学校からの説明〕 

（基礎データと学校案内のカリキュラム表、パワーポイント） 

委員の意見・質問（同日開催の校内生徒発表会の講評含む） 

〔菊地委員〕論理的思考力、リーダーシップなどはポイントが低いので、今から育成してほしい。国

際通用力はリベラルアーツ、大きなイベントで質問できるなど。再現性や「ｎ」がいく

つか。客観性。統計学を用いるべき。 

〔森委員〕写真を取って面積を測るという工夫があったが、さらに深堀りしてほしい。手話、言語等 

趣味をいかせていないのか。客観的、定量的について、条件やトライアル数の表記がなか

った。メッセージ性を発表と思い込んでいるのではないかと感じた。 

〔菊地委員〕リーダーシップ論で「答えが何でもいいから」とアイデンティティがないというのに驚

いた。質疑応答がされていなかった。発表会では質疑応答が必須。 

〔植田委員〕楽しんでやる。学生が学生に教えることが、アンケートのとり方を学生同士で教え合う

等の環境づくりはあるのか。テーマが壮大すぎる傾向がある。細分化して深掘りされる

ような設定されるシステムがあってもいいのではないか。 

〔浜野委員〕予想よりも文系の発表も多かった。内容は楽しめるがわからない部分や曖昧な分をつき

つめてほしい。一つの説だけで論議を展開するのではなく、色々な説から自分たちの説

が出せるといい。原典や資料を抑えるという観点が出てくると、歴史でも資料検索など

を更に深めるということを期待したい。 

〔森委員〕平塚市博物館を活用できるのか。 

〔浜野委員〕個別質問や文献提供もしている。フォーマルな形式でなくても電話でアポ取って専門の

学芸員に相談することも可能。 

〔岩本委員〕学生実験で複数回指導し続ける中で、自主性を重んじながら取り組んでいくことが大切

なのではないか。担当者があまり変わらないように異動させないという配慮を県にして

ほしい。文科省が力を入れてやっているのだから、人事異動で担当者を替えずに少なく

とも３年間は続けられるようにしてほしい。 

〔森委員〕神戸の全国発表会の審査員をしたが、賞を取る研究でも足りないところはあるが、本校の

発表も遜色ないと考える。これでいいんだと思ってもらって、生徒がそれを見て安心す

る。そんなに審査結果には差がない、生徒をリードしてほしい。 

〔菊地委員〕今日の発表で既存の情報や見地では得られない結論があった。面白い。 
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①１学年生徒アンケート結果
過去3年間の1学年の生徒について、全103項目の質問事項に対し、「非常に思う」～「思わない」の４段階評価とした。

設問

肯定的評価
評価（3+4)

否定的評価
評価（3+4)

評価４
非常に思う

評価３
そう思う

評価２
あまり思わな

い

評価１
思わない

肯定的評価
評価（3+4)

否定的評価
評価（3+4)

評価４
非常に思う

評価３
そう思う

評価２
あまり思わな

い

評価１
思わない

肯定的評価
評価（3+4)

否定的評価
評価（3+4)

評価４

非常に思う

評価３

そう思う

評価２

あまり思わ

ない

評価１

思わない

1 ＳＳＨ校は面白そうだと思う。 76.2% 23.8% 20.0% 56.2% 19.3% 4.5% 88.8% 11.2% 28.8% 60.1% 8.3% 2.9% 76.3% 23.7% 31.1% 45.2% 19.6% 4.2%

2 理科・数学・情報等科学への興味がある。 72.1% 27.9% 35.9% 36.2% 19.7% 8.3% 76.4% 23.6% 40.3% 36.1% 17.3% 6.4% 67.6% 32.4% 36.5% 31.1% 21.5% 10.9%

3 心理学または社会学に興味がある。 73.8% 26.2% 33.4% 40.3% 20.3% 5.9% 69.3% 30.7% 22.0% 47.3% 24.9% 5.8% 63.8% 36.2% 26.0% 37.8% 28.5% 7.7%

4 文学または歴史に興味がある。 62.4% 37.6% 28.3% 34.1% 23.8% 13.8% 57.2% 42.8% 24.3% 32.9% 27.5% 15.3% 63.8% 36.2% 28.8% 34.9% 24.4% 11.9%

5 環境学または福祉に興味がある。 52.4% 47.6% 12.4% 40.0% 33.8% 13.8% 52.1% 47.9% 16.6% 35.5% 34.2% 13.7% 44.2% 55.8% 12.8% 31.4% 41.7% 14.1%

6 観測や観察等実験への興味がある。 59.7% 40.3% 16.2% 43.4% 31.7% 8.6% 59.1% 40.9% 19.2% 39.9% 31.9% 8.9% 51.3% 48.7% 17.6% 33.7% 34.0% 14.7%

7 社会で科学技術を正しく用いる姿勢がある。 68.6% 31.4% 14.1% 54.5% 27.6% 3.8% 78.3% 21.7% 21.1% 57.2% 19.2% 2.6% 73.1% 26.9% 20.2% 52.9% 24.0% 2.9%

8 自主性・やる気がある。 73.1% 26.9% 20.0% 53.1% 21.4% 5.5% 75.7% 24.3% 22.4% 53.4% 20.1% 4.2% 74.7% 25.3% 23.1% 51.6% 20.2% 5.1%

9 周囲と協力して取り組む姿勢（協調性）がある。 88.3% 11.7% 33.1% 55.2% 7.9% 3.8% 88.8% 11.2% 39.0% 49.8% 9.6% 1.6% 82.7% 17.3% 27.2% 55.4% 15.1% 2.2%

10 粘り強く取り組む姿勢がある。 73.1% 26.9% 24.1% 49.0% 22.1% 4.8% 75.4% 24.6% 29.4% 46.0% 22.4% 2.2% 70.8% 29.2% 26.9% 43.9% 25.3% 3.8%

11 独自なものを創り出そうとする姿勢がある。 69.3% 30.7% 24.5% 44.8% 24.1% 6.6% 73.8% 26.2% 25.2% 48.6% 22.7% 3.5% 64.1% 35.9% 21.2% 42.9% 30.8% 5.1%

12 発見する力・気づく力がある。 66.6% 33.4% 17.2% 49.3% 29.7% 3.8% 71.9% 28.1% 19.2% 52.7% 25.9% 2.2% 63.5% 36.5% 16.3% 47.1% 34.6% 1.9%

13 問題を解決する力がある。 64.5% 35.5% 13.4% 51.0% 33.1% 2.4% 70.0% 30.0% 14.1% 55.9% 28.1% 1.9% 66.3% 33.7% 12.2% 54.2% 31.7% 1.9%

14 真実を追求する気持ちがある。 84.5% 15.5% 28.3% 56.2% 13.8% 1.7% 84.7% 15.3% 40.3% 44.4% 13.1% 2.2% 79.8% 20.2% 31.7% 48.1% 19.2% 1.0%

15 考える力（洞察・発想力・論理力）がある。 69.7% 30.3% 17.9% 51.7% 26.2% 4.1% 71.6% 28.4% 19.2% 52.4% 25.6% 2.9% 68.6% 31.4% 13.5% 55.1% 28.5% 2.9%

16 レポート作成・プレゼンテーション等、成果をまとめる力がある。 54.1% 45.9% 13.8% 40.3% 38.3% 7.6% 49.8% 50.2% 13.4% 36.4% 42.5% 7.7% 56.1% 43.9% 14.4% 41.7% 39.4% 4.5%

17 国際性（国際感覚）がある。 44.8% 55.2% 8.6% 36.2% 43.1% 12.1% 43.8% 56.2% 12.5% 31.3% 41.5% 14.7% 39.1% 60.9% 12.5% 26.6% 47.8% 13.1%

18 科学や自然について疑問を持ち、その疑問について人に質問 したり、調

べたりすることができる。
63.4% 36.6% 17.9% 45.5% 31.7% 4.8% 61.3% 38.7% 21.4% 39.9% 29.1% 9.6% 58.0% 42.0% 13.8% 44.2% 33.7% 8.3%

19 理科や数学の授業で学習したことを普段の生活の中でできないか考えた

ことがある。
63.8% 36.2% 26.6% 37.2% 24.5% 11.7% 62.9% 37.1% 28.4% 34.5% 27.2% 9.9% 56.1% 43.9% 17.9% 38.1% 32.4% 11.5%

20 将来、科学技術関係や理系分野（科学、数学、情報、建築、工学等）に

関わる 職業に就きたいと思う。
53.4% 46.6% 29.0% 24.5% 19.7% 26.9% 59.7% 40.3% 35.1% 24.6% 19.5% 20.8% 49.7% 50.3% 34.3% 15.4% 30.1% 20.2%

21 普段の生活の中で、情報を分析して、自らの学習に生かしている。 52.1% 47.9% 12.1% 40.0% 37.9% 10.0% 54.6% 45.4% 11.5% 43.1% 37.1% 8.3% 49.7% 50.3% 9.0% 40.7% 41.7% 8.7%

22 誰かと協働して物事に取り組むことは必要である。 90.3% 9.7% 59.0% 31.4% 7.6% 2.1% 95.8% 4.2% 69.6% 26.2% 3.2% 1.0% 92.3% 7.7% 53.8% 38.5% 5.8% 1.9%

23 AI（人工知能）進歩・発展は、人類を豊かにする。 77.2% 22.8% 23.8% 53.4% 19.3% 3.4% 80.2% 19.8% 30.7% 49.5% 15.3% 4.5% 78.8% 21.2% 29.8% 49.0% 17.0% 4.2%

24 科学技術分野の進歩・発展は、人類を豊かにする。 92.1% 7.9% 42.8% 49.3% 6.6% 1.4% 92.0% 8.0% 55.9% 36.1% 6.4% 1.6% 90.4% 9.6% 47.8% 42.6% 9.3% 0.3%

25 自分で課題を設定して研究することに興味がある。 55.5% 44.5% 18.3% 37.2% 35.5% 9.0% 63.9% 36.1% 21.1% 42.8% 30.7% 5.4% 53.2% 46.8% 13.8% 39.4% 37.2% 9.6%

26 課題を設定して研究する方法を学ぶことは必要だと思う。 85.5% 14.5% 32.4% 53.1% 12.8% 1.7% 93.3% 6.7% 45.0% 48.2% 6.1% 0.6% 82.7% 17.3% 33.0% 49.7% 13.5% 3.8%

27 今の自分自身に満足している。 32.4% 67.6% 8.3% 24.1% 36.9% 30.7% 28.4% 71.6% 7.0% 21.4% 37.4% 34.2% 30.8% 69.2% 2.2% 28.5% 44.2% 25.0%

28 将来の夢や目標を持っている。 65.9% 34.1% 31.4% 34.5% 22.8% 11.4% 57.5% 42.5% 33.2% 24.3% 27.2% 15.3% 69.9% 30.1% 35.6% 34.3% 18.6% 11.5%

29 自分の力で、社会を少しでも良くしたい。 77.2% 22.8% 33.8% 43.4% 16.2% 6.6% 83.4% 16.6% 40.9% 42.5% 12.1% 4.5% 75.0% 25.0% 33.7% 41.3% 18.3% 6.7%

30 日ごろから、できるだけ多くの情報を収集するようにしている。 61.0% 39.0% 15.5% 45.5% 32.4% 6.6% 62.0% 38.0% 18.5% 43.5% 33.2% 4.8% 59.0% 41.0% 14.1% 44.9% 35.3% 5.8%

31 入手した情報が信頼できるものかどうか、常に確認している。 58.6% 41.4% 19.3% 39.3% 36.9% 4.5% 63.3% 36.7% 22.0% 41.2% 32.9% 3.8% 66.7% 33.3% 22.1% 44.6% 30.4% 2.9%

32 インターネット以外（書籍・印刷物等）からも情報を収集している。 54.5% 45.5% 15.5% 39.0% 35.5% 10.0% 54.6% 45.4% 23.3% 31.3% 35.1% 10.2% 56.7% 43.3% 19.2% 37.5% 33.7% 9.6%

33 入手した複数の情報を分析し、自らの学習に生かしている。 60.0% 40.0% 15.5% 44.5% 33.1% 6.9% 60.1% 39.9% 15.7% 44.4% 32.9% 7.0% 55.8% 44.2% 11.5% 44.2% 35.6% 8.7%

34 物事の因果関係を明確にし、筋道を立てて思考している。 57.9% 42.1% 13.4% 44.5% 34.8% 7.2% 63.6% 36.4% 13.1% 50.5% 32.6% 3.8% 60.6% 39.4% 15.1% 45.5% 33.3% 6.1%

35 物事を伝えるときは、常にわかりやすく説明することを心掛けている。 85.9% 14.1% 30.0% 55.9% 13.1% 1.0% 89.8% 10.2% 39.0% 50.8% 9.3% 1.0% 81.7% 18.3% 32.4% 49.4% 17.0% 1.3%

36 身近な出来事に疑問や問題点を見出し、漫然と日常生活を過ごさないよ

うにしている。
51.0% 49.0% 12.8% 38.3% 37.2% 11.7% 49.5% 50.5% 12.8% 36.7% 40.9% 9.6% 44.2% 55.8% 8.3% 35.9% 41.7% 14.1%

37 問題（課題）に直面した時、その解決に向けて、課題を調整する努力を

している。
70.7% 29.3% 16.9% 53.8% 24.5% 4.8% 77.6% 22.4% 19.5% 58.1% 20.4% 1.9% 64.7% 35.3% 12.5% 52.2% 30.4% 4.8%

38 問題（課題）に直面した時、多角的な視点から、科学的な見方や考え方

を通じて解決しようとする。
51.7% 48.3% 13.1% 38.6% 37.9% 10.3% 52.7% 47.3% 15.0% 37.7% 39.3% 8.0% 46.5% 53.5% 9.9% 36.5% 44.6% 9.0%

39 問題（課題）に直面した時、解決すべき課題を科学的な筋道を立てて分

析している。
47.2% 52.8% 6.6% 40.7% 41.0% 11.7% 43.1% 56.9% 11.5% 31.6% 45.7% 11.2% 33.3% 66.7% 6.1% 27.2% 56.1% 10.6%

40 多様な他者との協働により、困難な課題に立ち向かう意思がある。 77.6% 22.4% 26.9% 50.7% 18.3% 4.1% 84.7% 15.3% 39.6% 45.0% 13.4% 1.9% 76.0% 24.0% 25.0% 51.0% 20.5% 3.5%

41 対話や、連携を大事にし、新たな価値を創造する力がある。 73.1% 26.9% 21.0% 52.1% 20.3% 6.6% 68.7% 31.3% 25.9% 42.8% 28.4% 2.9% 63.8% 36.2% 19.2% 44.6% 31.4% 4.8%

42 コンピューターやインターネットは、社会に必要不可欠だと思う 92.8% 7.2% 66.9% 25.9% 5.9% 1.4% 93.9% 6.1% 72.8% 21.1% 4.8% 1.3% 97.1% 2.9% 72.4% 24.7% 2.2% 0.6%

43 コンピューターやインターネットは、学校の授業や学習に不可欠だ。 83.4% 16.6% 41.4% 42.1% 13.1% 3.4% 75.1% 24.9% 36.4% 38.7% 18.5% 6.4% 80.1% 19.9% 37.5% 42.6% 15.7% 4.2%

44 現在の学習生活の中で、コンピューターや情報端末が活用されている。 92.4% 7.6% 66.9% 25.5% 5.5% 2.1% 95.8% 4.2% 72.2% 23.6% 3.2% 1.0% 94.6% 5.4% 70.8% 23.7% 4.2% 1.3%

45 外部有識者や企業人による、講演会を受講したい。 50.0% 50.0% 16.2% 33.8% 34.5% 15.5% 59.4% 40.6% 23.3% 36.1% 28.4% 12.1% 48.7% 51.3% 17.0% 31.7% 29.2% 22.1%

46 何事にも、挑戦心をもって取り組んでいる。 67.9% 32.1% 24.1% 43.8% 27.6% 4.5% 77.3% 22.7% 31.6% 45.7% 20.4% 2.2% 70.5% 29.5% 21.5% 49.0% 24.7% 4.8%

47 解決すべき課題（問題）を科学的（論理的）に筋道をたてて解決しよう

とする。
59.7% 40.3% 11.4% 48.3% 33.8% 6.6% 55.9% 44.1% 11.8% 44.1% 37.7% 6.4% 49.4% 50.6% 9.3% 40.1% 40.7% 9.9%

48 将来、多様な言語を用いた、グローバルな視点で活躍できる力がある。 31.7% 68.3% 6.2% 25.5% 46.6% 21.7% 33.2% 66.8% 8.3% 24.9% 47.0% 19.8% 33.3% 66.7% 8.3% 25.0% 48.7% 17.9%

49 課題研究に取り組むうえで、守るべきルールや考え方を意識している。 80.7% 19.3% 26.6% 54.1% 15.9% 3.4% 88.5% 11.5% 36.4% 52.1% 10.9% 0.6% 78.8% 21.2% 25.0% 53.8% 17.3% 3.8%

50 将来、世界を変えていけるような、大きな事業を起こしたい。 42.4% 57.6% 13.1% 29.3% 35.2% 22.4% 42.8% 57.2% 14.1% 28.8% 40.9% 16.3% 29.2% 70.8% 8.0% 21.2% 45.2% 25.6%

51 理数系教科は、科学的な思考力や判断力を育てるのに欠かせない教科で

ある。
86.6% 13.4% 39.7% 46.9% 11.4% 2.1% 95.5% 4.5% 57.2% 38.3% 2.6% 1.9% 86.5% 13.5% 47.8% 38.8% 9.9% 3.5%

52 自分は、理数系教科を興味深く意欲的に学べている。 63.1% 36.9% 25.9% 37.2% 24.5% 12.4% 68.1% 31.9% 28.4% 39.6% 23.3% 8.6% 57.7% 42.3% 26.0% 31.7% 29.8% 12.5%

No
割合 割合

令和2年度（３１２人）令和3年度（３１３人）令和４年度(２９０人）

割合 割合割合 割合

-41--40-



設問

肯定的評価
評価（3+4)

否定的評価
評価（3+4)

評価４
非常に思う

評価３
そう思う

評価２
あまり思わな

い

評価１
思わない

肯定的評価
評価（3+4)

否定的評価
評価（3+4)

評価４
非常に思う

評価３
そう思う

評価２
あまり思わな

い

評価１
思わない

肯定的評価
評価（3+4)

否定的評価
評価（3+4)

評価４

非常に思う

評価３

そう思う

評価２

あまり思わ

ない

評価１

思わない

No
割合 割合 割合 割合割合 割合

53 自分は、理数系教科を深く学び、将来、科学技術の発展に貢献したい。 48.6% 51.4% 18.6% 30.0% 29.7% 21.7% 53.4% 46.6% 24.6% 28.8% 29.7% 16.9% 42.0% 58.0% 21.2% 20.8% 35.3% 22.8%

54 現在の学習生活の中で、今よりも情報端末を活用してほしい。 60.0% 40.0% 23.8% 36.2% 31.4% 8.6% 63.6% 36.4% 25.9% 37.7% 30.0% 6.4% 59.6% 40.4% 27.2% 32.4% 31.1% 9.3%

55 学習活動（授業等）で、得た知識を様々な場面で活用する力が身につい

た。
70.0% 30.0% 22.1% 47.9% 25.2% 4.8% 72.8% 27.2% 20.1% 52.7% 23.0% 4.2% 67.9% 32.1% 16.0% 51.9% 28.2% 3.8%

56 学習活動（授業等）で、得た知識を様々な場面で活用する機会をもっと

増やしたい。
71.0% 29.0% 27.2% 43.8% 24.8% 4.1% 83.1% 16.9% 35.8% 47.3% 13.4% 3.5% 70.8% 29.2% 28.8% 42.0% 24.0% 5.1%

57 学習活動（授業等）で、何を何処まで理解できたか、指針を知ること

は、意欲向上につながる。
84.1% 15.9% 36.9% 47.2% 12.4% 3.4% 92.3% 7.7% 47.0% 45.4% 5.4% 2.2% 84.9% 15.1% 34.6% 50.3% 13.1% 1.9%

58 学習活動（授業等）で、何をどこまで理解できたか、指針を意識しなが

ら学習している。
66.2% 33.8% 14.5% 51.7% 29.0% 4.8% 72.2% 27.8% 19.8% 52.4% 24.0% 3.8% 62.2% 37.8% 15.7% 46.5% 33.3% 4.5%

59 理科や数学の授業で 学習したことは、将来 社会に出た時に役立 つと思

う。
67.2% 32.8% 27.6% 39.7% 22.1% 10.7% 79.9% 20.1% 36.1% 43.8% 12.8% 7.3% 67.3% 32.7% 28.5% 38.8% 23.7% 9.0%

60 理科、数学、情報（科学的知識を理解すること、インターネット等を活

用して情報収集すること、科学的数学的に分析すること）が好きだ。
59.0% 41.0% 26.2% 32.8% 29.7% 11.4% 69.6% 30.4% 29.7% 39.9% 21.4% 8.9% 59.0% 41.0% 27.6% 31.4% 28.8% 12.2%

61 情報を様々な場面で活用する力が自分にはある。 53.8% 46.2% 12.8% 41.0% 37.6% 8.6% 52.4% 47.6% 11.8% 40.6% 41.2% 6.4% 54.8% 45.2% 10.9% 43.9% 37.5% 7.7%

62 情報を様々な場面で適切に活用する力を身に着け、伸ばすためには、す

べての教科の学習が必要だ。
64.1% 35.9% 22.1% 42.1% 25.9% 10.0% 74.1% 25.9% 33.2% 40.9% 17.6% 8.3% 73.1% 26.9% 25.0% 48.1% 19.9% 7.1%

63 情報を様々な場面で適切に活用力を伸ばすためには、今の学習方法では

まだ足りない。
76.2% 23.8% 27.6% 48.6% 20.7% 3.1% 83.7% 16.3% 43.5% 40.3% 14.7% 1.6% 70.5% 29.5% 25.0% 45.5% 27.6% 1.9%

64 共創探究基礎の授業に興味深く、意欲的に取り組めている。 63.1% 36.9% 13.4% 49.7% 23.8% 13.1% 78.3% 21.7% 23.3% 55.0% 18.8% 2.9% 76.9% 23.1% 24.7% 52.2% 17.9% 5.1%

65 共創探究基礎の授業に取り組むことにより、自分の課題発見能力が伸び

る。
65.2% 34.8% 17.9% 47.2% 27.9% 6.9% 80.2% 19.8% 25.6% 54.6% 16.0% 3.8% 66.0% 34.0% 15.4% 50.6% 25.6% 8.3%

66 共創探究基礎の授業に取り組むことにより、異なる立場や考え方を共有するこ

とができ、自分の論理的思考力が伸びる。
74.8% 25.2% 21.7% 53.1% 20.3% 4.8% 83.1% 16.9% 28.4% 54.6% 13.4% 3.5% 69.9% 30.1% 19.2% 50.6% 24.0% 6.1%

67 共創探究基礎の授業に取り組むことにより、自分の仲間と協働し、連携

する能力が伸びる。
79.7% 20.3% 27.6% 52.1% 14.8% 5.5% 88.5% 11.5% 36.1% 52.4% 9.3% 2.2% 77.9% 22.1% 22.8% 55.1% 17.9% 4.2%

68 共創探究基礎の授業で、校外の研究施設や企業、大学から様々な指導助

言を受けるとともに、講演会を受講したい。
52.1% 47.9% 16.9% 35.2% 32.4% 15.5% 68.7% 31.3% 23.6% 45.0% 22.7% 8.6% 50.6% 49.4% 18.6% 32.1% 31.1% 18.3%

69 共創探究基礎の授業に取り組むことにより、探究のプロセスの理解が深

まった。
70.7% 29.3% 14.8% 55.9% 22.1% 7.2% 67.7% 32.3% 12.5% 55.3% 26.5% 5.8% 55.4% 44.6% 12.5% 42.9% 33.7% 10.9%

70 共創探究基礎の授業に取り組むことにより、サイバーセキュリティに関する知

識が増え、情報モラルに対する認識が高まった。
82.8% 17.2% 31.7% 51.0% 13.1% 4.1% 84.0% 16.0% 31.3% 52.7% 14.1% 1.9% 86.9% 13.1% 39.4% 47.4% 11.2% 1.9%

71 共創探究基礎の授業に取り組むことにより、最先端のマルチメディア活

用や処理技法を学ぶことができる。
66.9% 33.1% 18.3% 48.6% 27.9% 5.2% 80.5% 19.5% 23.6% 56.9% 17.6% 1.9% 74.0% 26.0% 24.0% 50.0% 21.5% 4.5%

72 共創探究基礎の授業に取り組むことにより、科学技術の応用の仕方や情

報技術の使い方について学ぶことができる。
75.5% 24.5% 23.4% 52.1% 19.3% 5.2% 83.1% 16.9% 25.9% 57.2% 14.4% 2.6% 80.4% 19.6% 26.9% 53.5% 15.4% 4.2%

73 共創探究基礎の授業に取り組むことにより、学校は、情報の収集、信頼

性の確認、分析など学ぶ機会が与えられている。
85.9% 14.1% 28.3% 57.6% 10.7% 3.4% 91.7% 8.3% 38.3% 53.4% 6.1% 2.2% 85.9% 14.1% 33.3% 52.6% 12.2% 1.9%

74 様々な授業の中でタブレットを活用している。 92.8% 7.2% 61.0% 31.7% 5.9% 1.4% 85.9% 14.1% 51.1% 34.8% 10.9% 3.2% 92.6% 7.4% 53.8% 38.8% 5.8% 1.6%

75 学校生活の中で、タブレットを情報収集ツールとして活用している。 91.4% 8.6% 52.4% 39.0% 8.3% 0.3% 83.4% 16.6% 46.6% 36.7% 12.1% 4.5% 84.9% 15.1% 43.6% 41.3% 9.3% 5.8%

76 学校生活の中で、タブレットを画像の投稿や、ワークシートの提示等、

情報発信ツールとして活用している。
89.3% 10.7% 50.7% 38.6% 8.3% 2.4% 84.3% 15.7% 45.0% 39.3% 10.2% 5.4% 78.5% 21.5% 39.4% 39.1% 15.4% 6.1%

77 学校生活の中で、タブレットのソフトを活用し、文章や表、スライドを

作成し、自己表現ツールとして活用している。
93.1% 6.9% 52.8% 40.3% 5.5% 1.4% 83.7% 16.3% 41.9% 41.9% 13.1% 3.2% 83.0% 17.0% 45.8% 37.2% 14.4% 2.6%

78 学校生活の中で、タブレットを、情報の整理、分析ツールとして活用し

ている。
87.2% 12.8% 42.4% 44.8% 11.0% 1.7% 74.8% 25.2% 30.7% 44.1% 20.4% 4.8% 76.6% 23.4% 33.7% 42.9% 19.2% 4.2%

79 学校生活の中で、タブレットを、オンラインミーティング等、双方向の

情報交換ツールとして活用している。
61.0% 39.0% 23.8% 37.2% 29.7% 9.3% 77.0% 23.0% 33.5% 43.5% 18.2% 4.8% 69.6% 30.4% 27.6% 42.0% 25.0% 5.4%

80 学校生活の中で、タブレットのファイル共有システムを活用し、情報の

共有に活用している。
77.2% 22.8% 33.8% 43.4% 18.3% 4.5% 82.7% 17.3% 38.0% 44.7% 13.1% 4.2% 80.1% 19.9% 36.5% 43.6% 15.4% 4.5%

81 学校生活の中で、タブレットを活用することにより、主体的に学ぶ姿勢

が身についている。
66.6% 33.4% 23.8% 42.8% 25.5% 7.9% 68.7% 31.3% 20.4% 48.2% 24.9% 6.4% 69.9% 30.1% 20.2% 49.7% 23.4% 6.7%

82 自宅で、タブレットを、情報収集ツールとして活用している。 72.8% 27.2% 29.0% 43.8% 17.9% 9.3% 66.8% 33.2% 38.0% 28.8% 20.4% 12.8% 66.3% 33.7% 36.9% 29.5% 22.1% 11.5%

83 自宅で、タブレットを、画像の投稿や、ワークシートの提示等、情報発

信ツールとして活用している。
64.8% 35.2% 26.6% 38.3% 24.5% 10.7% 55.0% 45.0% 25.9% 29.1% 29.1% 16.0% 54.8% 45.2% 25.3% 29.5% 27.6% 17.6%

84 自宅で、タブレットのソフトを活用し、文章や表、スライドを作成し、

自己表現ツールとして活用している。
65.2% 34.8% 25.5% 39.7% 23.1% 11.7% 52.4% 47.6% 24.3% 28.1% 30.4% 17.3% 51.9% 48.1% 24.0% 27.9% 30.8% 17.3%

85 自宅で、タブレットを、情報の整理、分析ツールとして活用している。 58.3% 41.7% 22.8% 35.5% 28.3% 13.4% 52.4% 47.6% 21.1% 31.3% 28.4% 19.2% 51.0% 49.0% 22.1% 28.8% 31.7% 17.3%

86 自宅で、タブレットを、オンラインミーティング等、双方向の情報交換

ツールとして活用している。
39.0% 61.0% 16.2% 22.8% 38.3% 22.8% 55.9% 44.1% 19.8% 36.1% 27.8% 16.3% 50.6% 49.4% 21.5% 29.2% 29.8% 19.6%

87 自宅で、タブレットのファイル共有システムを活用し、情報の共有に活

用している。
50.3% 49.7% 17.2% 33.1% 33.4% 16.2% 47.3% 52.7% 14.4% 32.9% 33.2% 19.5% 46.8% 53.2% 17.9% 28.8% 31.7% 21.5%

88 自宅で、タブレットを活用することにより、主体的に学ぶ姿勢が身につ

いている。
57.6% 42.4% 17.9% 39.7% 28.3% 14.1% 54.0% 46.0% 17.3% 36.7% 28.4% 17.6% 53.8% 46.2% 20.8% 33.0% 34.0% 12.2%

89 外国語（英語）は、表現力や思考力、判断力を育てるのに欠かせない教

科である。
78.3% 21.7% 38.6% 39.7% 17.2% 4.5% 89.1% 10.9% 49.5% 39.6% 8.6% 2.2% 86.2% 13.8% 50.6% 35.6% 10.6% 3.2%

90 自分は、外国語（英語）を興味深く意欲的に学べている。 62.1% 37.9% 23.4% 38.6% 28.3% 9.7% 73.2% 26.8% 32.9% 40.3% 21.4% 5.4% 67.6% 32.4% 29.5% 38.1% 23.1% 9.3%

91 自分は、外国語（英語）のコミュニケーション能力を高め、将来、諸外

国の様々な文化に触れてみたい。
69.7% 30.3% 41.7% 27.9% 21.4% 9.0% 76.7% 23.3% 47.0% 29.7% 17.6% 5.8% 69.9% 30.1% 38.5% 31.4% 21.8% 8.3%

92 外国語（英語）を様々な場面で活用するためには、今の学習方法ではま

だ足りない。
94.1% 5.9% 59.0% 35.2% 4.1% 1.7% 93.6% 6.4% 62.9% 30.7% 4.8% 1.6% 82.7% 17.3% 47.4% 35.3% 13.8% 3.5%

93 外国語（英語）の学習において、他教科で学んだことが役に立つ。 68.6% 31.4% 23.1% 45.5% 25.5% 5.9% 67.7% 32.3% 27.2% 40.6% 26.8% 5.4% 66.0% 34.0% 21.2% 44.9% 26.6% 7.4%

94 表現力や思考力、判断力を育てるのに、ディベートやディスカッション

は大事である。
87.9% 12.1% 40.7% 47.2% 10.0% 2.1% 94.6% 5.4% 54.0% 40.6% 4.5% 1.0% 85.9% 14.1% 40.1% 45.8% 10.9% 3.2%

95 社会人になり、仕事をするようになったら、日本以外の国や地域でも活

躍したい。
55.2% 44.8% 25.9% 29.3% 27.9% 16.9% 59.1% 40.9% 30.4% 28.8% 27.2% 13.7% 50.6% 49.4% 23.4% 27.2% 29.8% 19.6%

96 将来、世界に向けて有用な情報発信できるようになりたい。 55.5% 44.5% 21.4% 34.1% 32.1% 12.4% 66.5% 33.5% 22.7% 43.8% 26.2% 7.3% 53.5% 46.5% 19.6% 34.0% 33.0% 13.5%

97 高校生のうちに、外国人とのコミュニケーションをとる機会があること

は、自分の大きな人間的成長につながると思う。
85.2% 14.8% 42.4% 42.8% 11.7% 3.1% 88.8% 11.2% 49.2% 39.6% 9.6% 1.6% 84.3% 15.7% 38.1% 46.2% 11.9% 3.8%

98 海外の高校や大学との交流に取り組みたい。 62.4% 37.6% 25.9% 36.6% 28.3% 9.3% 62.3% 37.7% 28.1% 34.2% 26.2% 11.5% 60.3% 39.7% 24.7% 35.6% 26.6% 13.1%

99 英語で自分の意見を述べることが、以前よりもできるようになった。 65.2% 34.8% 14.5% 50.7% 25.5% 9.3% 68.7% 31.3% 17.9% 50.8% 24.0% 7.3% 69.6% 30.4% 21.8% 47.8% 24.7% 5.8%

100 英語で自分の意見を述べたり書いたりできる。 53.4% 46.6% 8.3% 45.2% 36.6% 10.0% 55.0% 45.0% 10.9% 44.1% 36.7% 8.3% 58.3% 41.7% 14.1% 44.2% 34.0% 7.7%

101 海外の高校生や大学生と、科学的なテーマについて意見交換などをした

い。
42.4% 57.6% 14.5% 27.9% 36.6% 21.0% 44.7% 55.3% 15.0% 29.7% 38.7% 16.6% 41.3% 58.7% 12.8% 28.5% 41.0% 17.6%

102 スタディサプリや小テスト等で、自分の学習がどこまで到達している

か、把握している。
43.1% 56.9% 13.4% 29.7% 35.9% 21.0% 59.7% 40.3% 16.6% 43.1% 28.4% 11.8% 63.8% 36.2% 15.1% 48.7% 23.7% 12.5%

103 スタディサプリや小テスト等で、自分の学習がどこまで到達している

か、把握する機会はもっとあったほうがいい。
50.7% 49.3% 17.2% 33.4% 34.5% 14.8% 69.0% 31.0% 23.6% 45.4% 24.3% 6.7% 51.9% 48.1% 15.4% 36.5% 31.7% 16.3%
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②２・３学年生徒アンケート結果

全５４項目の質問事項に対し、「非常に思う」から「思わない」の４段階評価とした。２学年、３学年を並べて、学年による違いを％で表した。

割合 割合

肯定的評価
評価（3+4)

否定的評価
評価（1+2)

評価４
非常に思う

評価３
そう思う

評価２
あまり思わない

評価１
思わない

肯定的評価
評価（3+4)

否定的評価
評価（1+2)

評価４
非常に思う

評価３
そう思う

評価２
あまり思わない

評価１
思わない

1 学習用タブレット端末を用いて適切なレポートが作成できる。 92.5% 7.5% 35.0% 57.5% 7.1% 0.4% 89.1% 10.9% 34.9% 54.1% 5.7% 5.2%
2 学習用タブレット端末を用いて適切なプレゼンテーション資料が作成でき、発表ができ

る。 91.8% 8.2% 40.0% 51.8% 7.9% 0.4% 86.5% 13.5% 33.6% 52.8% 7.9% 5.7%
3 学習用タブレット端末を用いて、必要な資料や情報にアクセスでき、様々な情報を批判的

な視点で評価できる。 91.8% 8.2% 32.1% 59.6% 6.8% 1.4% 81.2% 18.8% 27.9% 53.3% 13.1% 5.7%
4 得られる様々な情報を、多角的な視点から捉えることができる。 82.1% 17.9% 24.6% 57.5% 16.8% 1.1% 82.5% 17.5% 25.3% 57.2% 10.0% 7.4%
5 様々な情報に対し整理ができ、疑問に対しては客観性のある回答ができる。 83.6% 16.4% 20.0% 63.6% 15.4% 1.1% 77.3% 22.7% 21.4% 55.9% 15.7% 7.0%
6 得られた様々な情報を論理的に推論することができる。 78.6% 21.4% 17.5% 61.1% 20.7% 0.7% 80.3% 19.7% 22.3% 58.1% 12.2% 7.4%
7 課題を論理的に構造化することができる。 69.3% 30.7% 18.2% 51.1% 28.2% 2.5% 80.3% 19.7% 23.1% 57.2% 13.1% 6.6%
8 意見や手順を、論理的に展開できる。 81.4% 18.6% 20.0% 61.4% 17.1% 1.4% 82.1% 17.9% 26.2% 55.9% 12.2% 5.7%
9 筋道立てた、論理的な思考ができる。 82.1% 17.9% 23.2% 58.9% 17.5% 0.4% 81.7% 18.3% 25.8% 55.9% 11.8% 6.6%
10 得られた結果を正しく評価できる。 87.5% 12.5% 25.4% 62.1% 11.4% 1.1% 83.0% 17.0% 25.3% 57.6% 9.6% 7.4%
11 得られた結果を基準に照らし合わせ、比較、推論ができる。 84.6% 15.4% 24.3% 60.4% 14.6% 0.7% 80.8% 19.2% 27.5% 53.3% 13.1% 6.1%
12 得られた結果から、正しい進捗状況が把握できる。 85.4% 14.6% 22.9% 62.5% 14.3% 0.4% 79.5% 20.5% 24.0% 55.5% 13.5% 7.0%
13 計画に基づいた研究の進捗状況から、次の計画を正しく導出できる。 75.4% 24.6% 18.6% 56.8% 22.5% 2.1% 78.6% 21.4% 20.5% 58.1% 13.5% 7.9%
14 計画の見直しが必要な時は、正しい解決策を見つけることができる。 79.6% 20.4% 19.3% 60.4% 19.6% 0.7% 79.9% 20.1% 22.7% 57.2% 12.7% 7.4%
15 評価結果を次期計画に反映できる。 81.4% 18.6% 19.3% 62.1% 17.1% 1.4% 79.5% 20.5% 21.8% 57.6% 13.1% 7.4%
16 計画を立てる上で目的、目標が設定できる。 87.5% 12.5% 30.4% 57.1% 12.1% 0.4% 84.3% 15.7% 30.6% 53.7% 8.3% 7.4%
17 目的に応じた方法や計画を立てることができる。 87.1% 12.9% 23.6% 63.6% 12.1% 0.7% 83.8% 16.2% 26.6% 57.2% 9.6% 6.6%
18 輪読するテーマや課題研究テーマに対し、意義や背景を理解することができる。 82.9% 17.1% 25.7% 57.1% 15.7% 1.4% 83.0% 17.0% 25.8% 57.2% 10.5% 6.6%
19 輪読するテーマや課題研究テーマに対し、意義や背景を他者に対しわかりやすく説明でき

る。 75.0% 25.0% 18.2% 56.8% 23.2% 1.8% 76.4% 23.6% 24.0% 52.4% 15.7% 7.9%
20 輪読するテーマや課題研究テーマに対する質問に対し、適切な回答ができる。 75.0% 25.0% 20.4% 54.6% 23.2% 1.8% 76.9% 23.1% 22.3% 54.6% 15.3% 7.9%
21 輪読するテーマや課題研究テーマを適切に設定すことができる。 80.4% 19.6% 19.3% 61.1% 18.2% 1.4% 82.5% 17.5% 26.6% 55.9% 10.9% 6.6%
22 輪読するテーマや課題研究テーマ設定に向けて、議論をすることができる。 82.1% 17.9% 20.7% 61.4% 16.1% 1.8% 73.4% 26.6% 22.7% 50.7% 17.5% 9.2%
23 輪読するテーマや課題研究テーマに対し背景の説明ができる。 80.0% 20.0% 17.9% 62.1% 18.2% 1.8% 79.5% 20.5% 25.3% 54.1% 14.0% 6.6%
24 輪読するテーマや課題研究テーマに対し、仮説を立てることができる。 78.2% 21.8% 20.7% 57.5% 20.4% 1.4% 81.2% 18.8% 29.3% 52.0% 12.7% 6.1%
25 輪読するテーマや課題研究テーマに対し、提案の手法、実験手順などを組み立てることが

できる。 76.4% 23.6% 19.3% 57.1% 21.8% 1.8% 79.9% 20.1% 24.9% 55.0% 12.2% 7.9%
26 輪読するテーマや課題研究テーマに対し、その研究内容を論理だてて説明できる。 75.0% 25.0% 19.6% 55.4% 23.6% 1.4% 80.3% 19.7% 24.5% 55.9% 13.5% 6.1%
27 輪読するテーマや課題研究テーマに対し、その研究内容について説得力ある説明ができ

る。 72.1% 27.9% 13.9% 58.2% 26.4% 1.4% 79.0% 21.0% 24.0% 55.0% 14.8% 6.1%
28 輪読するテーマや課題研究テーマに対し、その手法、実験手順などを論理的に構成でき

る。 74.3% 25.7% 17.5% 56.8% 22.9% 2.9% 79.9% 20.1% 25.3% 54.6% 12.7% 7.4%
29 輪読するテーマや課題研究テーマに対し、科学的な手法を取り入れた研究ができる。 69.6% 30.4% 15.0% 54.6% 26.1% 4.3% 68.6% 31.4% 23.6% 45.0% 21.0% 10.5%
30 輪読するテーマや課題研究テーマに対し、科学的な内容、要素を含んだ研究ができる。 68.2% 31.8% 15.7% 52.5% 26.8% 5.0% 69.9% 30.1% 21.4% 48.5% 19.2% 10.9%
31 輪読するテーマや課題研究テーマに対し、科学的な内容、要素を含んだ発表ができる。 65.7% 34.3% 16.8% 48.9% 31.1% 3.2% 69.9% 30.1% 22.3% 47.6% 19.2% 10.9%
32 議論の流れを読み、議論を進めることができる。 81.8% 18.2% 26.1% 55.7% 15.7% 2.5% 76.9% 23.1% 20.5% 56.3% 16.2% 7.0%
33 自分の意見だけではなく、他者の意見を引き出すことができる。（他者に意見を求められ

たことがある。） 80.0% 20.0% 23.9% 56.1% 18.2% 1.8% 70.3% 29.7% 20.5% 49.8% 20.1% 9.6%
34 議論を収束させ結論を導くことができる。 75.4% 24.6% 21.4% 53.9% 22.1% 2.5% 76.4% 23.6% 21.8% 54.6% 16.2% 7.4%
35 他者の意見を積極的に傾聴し、理解することができる。 90.4% 9.6% 40.0% 50.4% 9.3% 0.4% 86.0% 14.0% 33.2% 52.8% 9.2% 4.8%
36 相手の意見を、関心を持って聞くことができる。 92.1% 7.9% 42.1% 50.0% 6.4% 1.4% 86.9% 13.1% 35.4% 51.5% 7.4% 5.7%
37 相手の意見を適切に理解することができる。 88.6% 11.4% 32.5% 56.1% 10.7% 0.7% 86.0% 14.0% 28.8% 57.2% 8.3% 5.7%
38 自分の考えが偏っていないか、注意深く考えて発言することができる。 81.1% 18.9% 26.8% 54.3% 17.9% 1.1% 78.6% 21.4% 23.1% 55.5% 14.0% 7.4%
39 自分の思考を他者の思考と比較し、偏向していないか、常に軌道修正し、内省して考察す

ることができる。 80.0% 20.0% 21.8% 58.2% 18.2% 1.8% 77.7% 22.3% 23.6% 54.1% 16.6% 5.7%
40 様々な事象を自分の言葉で伝えることができる。 78.9% 21.1% 21.8% 57.1% 20.4% 0.7% 81.7% 18.3% 28.8% 52.8% 11.8% 6.6%
41 自ら周囲に話しかけ、相手からも話しかけられ、議論する良好な人間関係を築くことがで

きる。 76.1% 23.9% 25.7% 50.4% 21.8% 2.1% 78.2% 21.8% 27.9% 50.2% 13.1% 8.7%
42 授業の運営・展開に積極的に関わり、ゼミや講義、実験などに積極的に協力できる。 79.3% 20.7% 25.0% 54.3% 18.2% 2.5% 83.4% 16.6% 29.3% 54.1% 10.9% 5.7%
43 自分が所属するゼミやチーム・班のメンバーとして、目標に向かって積極的に行動でき

る。 85.7% 14.3% 29.6% 56.1% 12.9% 1.4% 79.9% 20.1% 29.3% 50.7% 12.7% 7.4%
44 自分が所属するゼミやチーム・班のメンバーとして、与えられた役割を全うできるよう取

り組むことができる。 88.6% 11.4% 34.3% 54.3% 9.3% 2.1% 85.2% 14.8% 32.3% 52.8% 8.3% 6.6%
45 議論や討議等話し合いを、メールや共有ドキュメント等のコミュニケーションツールを用

いて実施することができる。 81.8% 18.2% 33.2% 48.6% 14.3% 3.9% 78.6% 21.4% 32.3% 46.3% 11.8% 9.6%
46 議論や討議等話し合いを、協調性をもって他者と協働して取り組むことができる。 88.9% 11.1% 36.8% 52.1% 10.4% 0.7% 79.0% 21.0% 28.4% 50.7% 12.2% 8.7%
47 発表に対しては、間の取り方、抑揚、等を工夫し、相手の聞き取りやすさを心がけてい

る。 82.5% 17.5% 25.7% 56.8% 15.7% 1.8% 82.1% 17.9% 28.8% 53.3% 10.9% 7.0%
48 発表に対しては、聴衆の表情を確認しながら、自分自身のジェスチャーにも工夫しる。 70.0% 30.0% 20.7% 49.3% 27.1% 2.9% 74.7% 25.3% 28.4% 46.3% 17.5% 7.9%
49 発表に対しては、明瞭な言語の文法を意識した表現に心がける。 80.4% 19.6% 25.0% 55.4% 18.2% 1.4% 80.8% 19.2% 26.6% 54.1% 13.1% 6.1%
50 発表、提出資料に対しては、文字の大きさや図表の使い方、1枚（1ページ）の情報量など

を考慮しながら作成することができる。 89.6% 10.4% 38.9% 50.7% 9.6% 0.7% 81.7% 18.3% 34.1% 47.6% 12.2% 6.1%
51 発表に対しては、日本語を英語に翻訳することを意識して、発表原稿を作成することがで

きる。 50.7% 49.3% 13.6% 37.1% 27.1% 22.1% 74.7% 25.3% 23.1% 51.5% 15.3% 10.0%
52 英文でのsummaryは、内容を簡潔にまとめたもので、自分の感想等、”I　think・・・・”、”

in　my　opinion”などは入れない、ことを知っている。 52.5% 47.5% 21.1% 31.4% 25.7% 21.8% 62.9% 37.1% 21.0% 41.9% 23.6% 13.5%
53 発表原稿に対し、その要約を、少しは英語で作成することができる。 51.8% 48.2% 12.5% 39.3% 35.4% 12.9% 72.5% 27.5% 23.6% 48.9% 19.2% 8.3%
54 探究活動や実験等の発表において、先行研究からの引用や参照した文献等については、出典を明記し、ねつ造や剽窃、

改ざん、盗用などの不正行為を一切行わず、責任のある研究活動を行うことができる。 92.5% 7.5% 43.9% 48.6% 6.4% 1.1% 86.0% 14.0% 42.4% 43.7% 8.3% 5.7%

２学年（280人） ３学年（229人）

No 設問

割合 割合
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③職員アンケート

　全13項目について、過去3年間の割合を記載した。

設問１　　本校のSSH事業は、学校全体で取り組んでいると思いますか。
はい いいえ

令和4年 73.3% 26.7%
令和3年 79.3% 20.7%
令和2年 24.5% 75.5%

役立っている やや役立っている あまり役立たない 役立たない わからない
令和4年 37.8% 51.1% 4.4% 0.0% 6.7%
令和3年 29.3% 51.7% 6.9% 1.7% 10.3%
令和2年 64.3% 32.1% 0.0% 0.0% 3.6%

なる ややなる あまりならない ならない わからない
令和4年 37.8% 44.4% 8.9% 0.0% 8.9%
令和3年 32.8% 51.7% 5.2% 1.7% 8.6%
令和2年 46.4% 28.6% 7.1% 0.0% 17.9%

役立つ やや役立つ あまり役立たない 役立たない わからない
令和4年 26.7% 37.8% 13.3% 0.0% 22.2%
令和3年 32.8% 46.6% 6.9% 1.7% 12.1%
令和2年 50.0% 25.0% 3.6% 0.0% 21.4%

向上する やや向上する あまり向上しない 効果はない わからない
令和4年 40.0% 40.0% 4.4% 0.0% 15.6%
令和3年 29.3% 50.0% 6.9% 0.0% 13.8%
令和2年 40.7% 40.7% 3.7% 0.0% 14.8%

向上する やや向上する あまり向上しない 効果はない わからない

令和4年 28.9% 42.2% 8.9% 0.0% 20.0%
令和3年 27.6% 50.0% 6.9% 1.7% 13.8%
令和2年 32.1% 46.4% 3.6% 0.0% 17.9%

向上する やや向上する あまり向上しない 効果はない わからない

令和4年 26.7% 44.4% 6.7% 0.0% 22.2%
令和3年 32.8% 44.8% 8.6% 0.0% 13.8%
令和2年 25.9% 33.3% 7.4% 3.7% 29.6%

向上する やや向上する あまり向上しない 効果はない わからない

令和4年 28.9% 42.2% 4.4% 0.0% 24.4%
令和3年 32.8% 48.3% 1.7% 5.2% 12.1%
令和2年 32,1% 39.3% 10.7% 0.0% 17.9%

向上する やや向上する あまり向上しない 効果はない わからない
令和4年 51.1% 42.2% 0.0% 0.0% 6.7%
令和3年 46.6% 43.1% 1.7% 3.4% 5.2%
令和2年 42.9% 39.3% 3.6% 0.0% 14.3%

設問10　SSHの取組に参加したことで、生徒の、社会で科学技術を正しく用いる姿勢が向上すると思いますか。

向上する やや向上する あまり向上しない 効果はない わからない
令和4年 22.2% 53.3% 6.7% 0.0% 17.8%
令和3年 29.3% 46.6% 6.9% 1.7% 15.5%
令和2年 25.0% 46.4% 3.6% 0.0% 25.0%

設問11　SSHの取組に参加したことで、生徒の英語による表現力、国際感覚が向上すると思いますか。

向上する やや向上する あまり向上しない 効果はない わからない
令和4年 15.6% 44.4% 11.1% 0.0% 28.9%
令和3年 19.0% 41.4% 10.3% 1.7% 27.6%
令和2年 21.4% 39.3% 7.1% 0.0% 32.1%

向上する やや向上する あまり向上しない 効果はない わからない
令和4年 20.0% 51.1% 11.1% 0.0% 17.8%
令和3年 20.7% 56.9% 5.2% 1.7% 15.5%
令和2年 25.0% 32.1% 10.7% 3.6% 28.6%

令和4年
（45人）

令和３年
（58人）

令和２年
（55人）

84.4% 69.0% 58.2%
60.0% 67.2% 58.2%
44.4% 36.2% 45.5%
40.0% 31.0% 30.9%
37.8% 37.9% 23.6%
57.8% 48.3% 52.7%
44.4% 29.3% 30.9%

②　探究活動（「共創・探究」を活用した、生徒の主体的な研究、探究活動）

設問４　SSH事業は、教員の教科指導力向上や授業改善に役立つと思いますか。

設問５　SSHの取組に参加したことで、生徒の科学技術に対する興味・関心は向上すると思いますか。

⑦　海外研修（語学研修及び海外の大学・高校等異文化交流）

⑥　研究発表会（プレゼンテーションやポスター制作）

⑤　外部講師による講演会（知の探訪、知の共有）

④　校外研修活動（体験的学習や実地レポートの作成）

③　大学、企業訪問（研究室や実験室、工場等の見学）

①　タブレットの活用（インターネットを利用したインタラクティブな授業展開等）

質問項目

設問９　SSHの取組に参加したことで、生徒の伝える力（プレゼンテーション能力やレポート作成能力）が向上すると思いますか。

設問12　SSHの取組に参加したことで、生徒の学習全般において、学んだことを応用することへの興味が向上すると思いますか。

設問13　SSHの取組で、効果があると思われる取組はどれだと思いますか。（複数回答可）

設問２　SSH事業として本校が現在受けている、人的支援、備品消耗品費用の充実、先進校視察・海外研修等は生徒の教育活動の充実に役立ってい
ると思いますか。

設問３　SSH事業は、生徒の主体的な探究活動・課題研究を促す動機づけになる。

設問６　SSHの取組に参加したことで、生徒の学習活動（科学、数学、情報等）への興味・関心が向上すると思いますか。

設問７　SSHの取組に参加したことで、生徒の自から取り組む姿勢（自主性・やる気等）が向上すると思いますか。

設問８　SSHの取組に参加したことで、生徒は周囲と協力して取り組む姿勢(協調性やリーダーシップ)が向上すると思いますか。
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令和４年度SSH成果発表会(共創探究Ⅱ最終発表会)　発表タイムテーブル　　　※上段がゼミ名(略称)、下段が研究テーマ

会場 A B C D E F G H I J

時間帯 3-1 3-2 3-3 3-4 137選択 3-5 社会科 3-6 3-7 3-8

発表① 第二言語 統計学 応用解析学 情報社会 源氏物語 スポーツ歴史文化 認知心理学 実験 SDGs 第二言語

13:25～ 日本の英語義務教育は
どうか

音楽を聴くことによる
勉強の効率性

柔軟仕上げ剤を起因と
する香害発生の防止

マルウェアの危険性 源氏物語と好色一代男
ケニア人選手の足の速

さと実情
パーソナルスペース THE MASK

SDGsを2030年まで
に達成するにはどうす

ればよいか

ヘレンケラーに関する
研究を通して第二言語

習得の本質を知る

発表② スポーツ歴史文化 スマホ脳 実験 ゲーム理論 スポーツ歴史文化 第二言語 統計学 生物学研究 リーダーシップ SDGs

13:35～ 生涯スポーツとの関わ
り方

スマートフォンと学力
低下の相関関係

体育祭に一番適したト
ラックとはなにか

ゲーム理論を用いた歴
史研究

スポーツにおけるルー
ルとマナーに関する一

考察

手話と第二言語の関係
性

自動販売機の現状とこ
れからの需要

森林伐採抑制のための
紙作り

リーダーシップとコ
ミュニケーション  ~看

護師との関係性~
SDGs実践のすすめ

発表③ 情報社会 SDGs SDGs 実験 DIG ゲーム理論 応用解析学 スマホ脳 スポーツ歴史文化 応用解析学

13:45～ フェイクニュースにつ
いて

節電をして持続可能な
未来へ

Action for SDGs
効率のよい換気方法を

提案する

「減災：これからの災
害に向けて〜地震編

〜」
仕事とゲーム理論 水滴が球形になるわけ スマホと現代社会

なぜ日本でeスポーツ
が発展しないのか

大学入試整数問題の比
較

発表④ 源氏物語 情報社会 歴史と地理 SDGs リーダーシップ 世界史 スマホ脳 ゲーム理論 情報社会 スポーツ歴史文化

13:55～
紫式部とアンナ・コム
ネナから学ぶ　〜自ら

のための学び〜

情報社会による多種多
様な問題を情報コミュ
二ケーションの観点か
ら解決するためには

いまにつながる平塚の
歴史

節電をすることで
SDGsの達成を目指す

誰もが意見を出しやす
い環境について

古代文明と保存食糧の
関係性

SNS時代のコミュニ
ケーションツールの使

い分け

宣言じゃんけんの必勝
法について

ファイアウォール
スポーツの世界大会

と、その歴史的・社会
的背景

発表⑤ ゲーム理論 城 生物学研究 スポーツ歴史文化 第二言語 応用解析学 第二言語 SDGs 実験 リーダーシップ

14:05～ 勉強と友人関係のジレ
ンマ

難攻不落の城と呼ばれ
る条件は何か

アレロパシー活性によ
る雑草の発芽抑制

黒人と水泳競技
第二言語習得での第一
言語の使用について

空気抵抗と形状につい
て

「"言語的な距離"と"語
彙差"と英語学習の関

わり」

SDGsを2030年まで
に達成するにはどうす

ればよいか
植物の温度耐性

面識がない生徒同士の
関係性の向上を目指す

実証と提案

発表⑥ 世界史 認知心理学 ゲーム理論 城 スマホ脳 生物学研究 スポーツ歴史文化 第二言語 世界史 スポーツ測定

14:15～ 戦争と人類の歴史
短時間の閉眼が及ぼす

効果の調査
囚人のジレンマから考
える価格競争の自今

首都移転のための遷都
に関する考察

スマホ利用と勉強時間
紙類シュレッダーダス
トの分解と活用法につ

いての考察

現代のスポーツマン
シップとその意義

音読と読解の関係性
プラスチックの歴史に

ついて

応援は選手のパフォー
マンスを高めるのか〜
バスケットボール編〜

発表⑦ DIG 応用解析学 スマホ脳 生物学研究 情報社会 SDGs 実験 スポーツ歴史文化 スマホ脳 世界史

14:35～ 学校における洪水対策 ツバルを救う
目覚まし時計とスマホ

のアラーム機能

チョークの原材料によ
るアリ忌避効果につい

て

コミュニケーションの
変化が社会に及ぼす影

響
未来の地球を守るには

最良の消波ブロックと
は

スポーツはどんな力を
持つのか

紙とデジタルと勉強と
の関連性

チューリップからみた
世界史

発表⑧ スマホ脳 歴史と地理 城 第二言語 スポーツ測定 情報社会 城 情報社会 第二言語 ゲーム理論

14:45～ スマホ依存症の自覚と
スマホ依存解消法

湘南はどこなのか
観光資源であり貴重な
文化財でもある現代の

城の在り方
リスニングの効果 パスは勝敗を分ける

実生活に置いて最適な
pcの選び方

酸性雨は木造建築物の
保全に影響を及ぼすの

か？

高校生のスマホのセ
キュリティについて

第二言語習得と母語の
関係

将棋とゲーム理論

発表⑨ リーダーシップ 第二言語 情報社会 応用解析学 応用解析学 スマホ脳 歴史と地理 世界史 応用解析学 DIG

14:55～
スクールカーストと生
徒のリーダー性に関す

る研究

日本と外国の英語教育
の違いと改善

サイバー攻撃の将来
ルービックキューブは

なぜ解けるのか？

より安全に自転車登校
することと信号数及び

摩擦力の関係性

学習とスマホ利用時間
の関係性

コロネット作戦はなぜ
茅ヶ崎を上陸地点とし

たのか

食料保存方法から見る
世界の歴史

数学的ルービック
キューブ

平塚市大神のハザード
マップを作る

発表⑩ スポーツ測定 スポーツ歴史文化 第二言語 歴史と地理 世界史 リーダーシップ SDGs 応用解析学 ゲーム理論 情報社会

15:05～ 運動能力を可視化しよ
う

メディアが野球にもた
らした影響について

幼児期の英語教育の効
果

龍城ケ丘プール
プラスチックの歴史と

与えた影響
形から入るパワース

ピーチ

2030年までにSDGs
を達成するにはどうし

たら良いか

ε-δ論法と高校数学
の深い理解

ドナーとゲーム理論
高度化するサイバー攻
撃に対する個人の対策

発表⑪ 応用解析学 生物学研究 スポーツ歴史文化 スマホ脳 ゲーム理論 実験 情報社会 リーダーシップ スポーツ測定 スマホ脳

15:15～ 数学と建築物の美しさ
の関係

pH数値におけるかい
われ大根の成長につい

て

サッカーの戦術の変遷
とその歴史

SNSの使用目的による使
用時間や依存度の違い ゲーム理論で人を操る 粉塵爆発

それって「情報」？そ
れとも「噂」？

高校生に効果的な率先
垂範・同僚支援

「バスケットボールの
試合での3p、2p、FT
の確立と勝敗の関係

性」

スマホ依存の解消

発
　
表
　
後
　
半

発
　
表
　
前
　
半

休憩、２年生は参観教室移動

会場

時間帯

発表①

13:25～

発表②

13:35～

発表③

13:45～

発表④

13:55～

発表⑤

14:05～

発表⑥

14:15～

発表⑦

14:35～

発表⑧

14:45～

発表⑨

14:55～

発表⑩

15:05～

発表⑪

15:15～

発
　
表
　
後
　
半

発
　
表
　
前
　
半

令和４年度SSH成果発表会(共創探究Ⅱ最終発表会)　発表タイムテーブル　　　※上段がゼミ名(略称)、下段が研究テーマ

K L M N O P Q R S T

2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 物理室 生物室 2-7 2-8

スマホ脳 ラズパイ 生涯スポーツ 持続可能な化学 城 歴史と地理 リーダーシップ 世界史 SDGs 実験

テクノロジーと宗教
プログラミングを使っ
たサイトの自動更新の

方法

生涯スポーツ研究・開
発　オールボール

植物の日焼け
従来の難攻不落の城

と、新たな難攻不落の
城

首都防衛の要　神奈川
と千葉

グローバルに活躍でき
る医療人とは何か

様々な食文化からつく
りあげられたパフェ

発展途上国の教育の支
援を行うには

摩擦の影響

世界史 武人 地球環境(化学) 生涯スポーツ ラズパイ 情報社会 第二言語 源氏物語 実験 認知心理学

プラスチックの歴史と
今後の環境

武人のこころ
バイオリアクター〜容
器によってアルコール
発酵量は変わるのか〜

ベビーバレーボール
共創探究Ⅰ・Ⅱ　研究
論文「デジタルサイ

ネージの未来」

情報化社会の発達と平
均年収の推移

効率の良い第二言語習
得方法を見つける

平安時代の男色
四つ葉のクローバーの

存在確率

平塚江南高校の過去か
ら現在までの学校行事

と生徒の特徴

ラズパイ 源氏物語 情報社会 第二言語 生涯スポーツ 武人 スマホ脳 第二言語 認知心理学 歴史と地理

デジタルサイネージの
電源制御

当時の発音方法と史料
からみる日本語の変遷
とそれに基づく100年

後の日本語

情報社会における対面
コミュニケーションの

必要性

英単語　効率的な暗記
方法

生涯スポーツ『バド
ス』の研究・開発

辞世の句をもとに、人
を殺していた武将たち

が思うこと。
スマホと娯楽

臨界期仮説と英語習得
の関係性について

自信につなげる”褒
め”~モチベ向上のた
めの３つのポイント~

平塚の地名と歴史

スポーツ歴史文化 地球環境(化学) 第二言語 SDGs 認知心理学 城 スポーツ測定 DIG 歴史と地理 第二言語

サッカーにおけるス
ポーツビジネスの関わ

り

バイオリアクターの活
性が低下するのは

なぜ日本人の第二言語
習得率は低いのか

環境にも労働にも優し
い社会に

オノマトペ 構造の変化とその背景
球種それぞれの特徴〜
ストレート、チェンジ

アップについて〜

予想される災害廃棄物
の処理完了日数を基準
に、災害発生から復興
までの日数を予測する

中原御殿と平塚

学校の英語の授業が生徒に与
える英語の各４技能

（Reading, Listening,
Writing and Speaking）へ

の態度の比較

持続可能な化学 歴史と地理 武人 源氏物語 情報社会 実験 応用解析学 スマホ脳 情報社会 SDGs

ライフストローの効果
を調べる

平塚の地名の由来
防人の歌にみる作者の

思い
文字の盛衰 コンピュータの脆弱性

最も効率の良い水切り
とは

バスケットボールと二
次方程式

スマートフォンの長時
間使用によって起こる

健康被害

フェイクニュースがな
ぜできるのか、そして
情報をどう入手するの

か

分別とリサイクルの純
度向上

地球環境(化学) 情報社会 SDGs 歴史と地理 SDGs 応用解析学 情報社会 持続可能な化学 スマホ脳 応用解析学

バイオエタノール生成
のためのイースト菌培

養方法の比較

時代の変化と不正アク
セスの関係性とその対

策について考える
生ゴミを減らすには

平塚空襲について〜平
塚の復興物語〜

SDGsについての企業
活動と私達にできるこ

と
出生数の将来推計

現代のマスメディアに
ついて

バイオエタノールはな
ぜ普及しないのか

スマホゲーム依存症 素数

歴史と地理 第二言語 持続可能な化学 認知心理学 武人 SDGs ゲーム理論 スポーツ測定 ラズパイ 城

平塚八幡宮 手話 学校内の水質調査
勉強と五感の関係性に

ついて
武人のうた　総集編

Action for SDGs
～未来への道標～

囚人のジレンマについ
ての思考実験と他事例

への応用

視力がスポーツに及ぼ
す影響

後出しジャンケン機
権力者の城の共通性に

ついて

リーダーシップ 生涯スポーツ 認知心理学 ラズパイ 歴史と地理 持続可能な化学 世界史 スポーツ歴史文化 応用解析学 スマホ脳

みんなが発揮するリー
ダーシップ

ウォッチマン　〜ス
ポーツをする本当の意

味〜
短期記憶量の応用

デジタルサイネージに
おける電源制御

平塚八幡宮の歴史
大気質と気候の関係と

私たち
チーズから見た世界史 現代の剣道とその展望 音と物体の関係

スマートフォンの通知
音と集中力の関係性

源氏物語 リーダーシップ ラズパイ 武人 第二言語 スマホ脳 スポーツ歴史文化 ゲーム理論 城 情報社会

光源氏の恋愛観から
『源氏物語』を読む

思考と経営 Donkey Car 今や昔のうたごころ 言語の習得の難しさ
スマートフォン使用と

睡眠の質
GKの役割と変遷 ゲーム理論と学校生活 首里城　浮道研究

プロパガンダ研究から
マスコミ研究へどのよ
うに移り変わっていっ

たのか

情報社会 持続可能な化学 源氏物語 地球環境(化学) スマホ脳 認知心理学 DIG リーダーシップ 第二言語 統計学

世界初のハッキングと
現代の知識を用いたそ
のセキュリティ方法

廃油からバイオ燃料を
作ろう

をかしな正座
バイオエタノールから

地球環境を考える
スマホの使い始めた年

齢と依存の関係
近現代文学教育論　〜
授業、してみました〜

金目川の洪水被害の原
因の考察と今後の対策

について

リーダーシップ史 〜
理想の政治体制とは〜

効果的な韓国語の学習
法について

信号機の時間の謎

第二言語 歴史と地理 情報社会 持続可能な化学 源氏物語 ラズパイ 統計学

言語の学び方 相模湾と湘南の人々
スマホのセキュリティ

について
パイクリートの強度と

枚数の関係

世界をこえて伝えたい
日本文化〜5分で分か

る小倉百人一首〜

無線マイコンモジュー
ル

ディズニーキャラク
ターと統計

休憩、２年生は参観教室移動
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令和４年度　SSH講演会　生徒アンケート集計結果

令和４年９月29日（木）実施（講演会・アンケート共）　　

対象：全学年生徒（回収計　796名）

※回答は質問に対して「5＝当てはまる」から「1＝当てはまらない」の5件法である。

Q1.今回の講演会は興味の持てる内容だった。

5 4 3 2 1 計

1年生 72 100 82 35 13 302

2年生 57 92 86 28 16 279

3年生 57 79 56 15 8 215

全体 186 271 224 78 37 796
全体割合 23% 34% 28% 10% 5%
肯定的割合（5+4） 57% 否定的割合（2+1） 14%

Q2.今回の講演会を通して、探究的な学びについて理解が深まった。

5 4 3 2 1 計

1年生 72 106 95 21 8 302
2年生 56 103 87 21 12 279
3年生 55 68 65 18 9 215
全体 183 277 247 60 29 796
全体割合 23% 35% 31% 8% 4%
肯定的割合（5+4） 58% 否定的割合（2+1） 11%

Q3.今回の講演会を通して、科学的な見方・考え方について理解が深まった。

5 4 3 2 1 計

1年生 79 102 91 21 9 302
2年生 50 89 104 20 16 279
3年生 45 69 72 18 11 215
全体 174 260 267 59 36 796
全体割合 22% 33% 34% 7% 5%
肯定的割合（5+4） 55% 否定的割合（2+1） 12%

Q4.今回の講演会を通して、「論理的に考える」ことについて理解が深まった。

5 4 3 2 1 計

1年生 67 106 99 23 7 302
2年生 51 97 98 23 10 279
3年生 49 70 75 14 7 215
全体 167 273 272 60 24 796
全体割合 21% 34% 34% 8% 3%
肯定的割合（5+4） 55% 否定的割合（2+1） 11%

Q5.今回の講演会を通して、「課題を設定する」ことについて理解が深まった。

5 4 3 2 1 計

1年生 52 85 114 38 13 302
2年生 44 78 106 31 20 279
3年生 44 58 82 20 11 215
全体 140 221 302 89 44 796
全体割合 18% 28% 38% 11% 6%
肯定的割合（5+4） 45% 否定的割合（2+1） 17%

Q6.今回の講演会を通して、課題を解決する方法や手順について、理解が深まった。

5 4 3 2 1 計

1年生 56 91 116 26 13 302
2年生 48 95 91 25 20 279
3年生 44 60 81 21 9 215
全体 148 246 288 72 42 796
全体割合 19% 31% 36% 9% 5%
肯定的割合（5+4） 49% 否定的割合（2+1） 14%

Q7.今回の講演会は、自分のキャリアを考える上で参考になった。

5 4 3 2 1 計

1年生 67 98 101 27 9 302
2年生 60 83 91 30 15 279
3年生 49 55 78 22 11 215
全体 176 236 270 79 35 796
全体割合 22% 30% 34% 10% 4%
肯定的割合（5+4） 52% 否定的割合（2+1） 14%
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